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（odds ratio : 0.₇₇，95％信頼区間：0.33～1.₇₇）．
ROC曲線下面積は，骨粗鬆症診断歴で0.54，骨
折歴で0.50であった．以上の結果から，頚動脈石
灰化所見は骨粗鬆症診断と関連は有するものの，
頚動脈石灰化所見により骨粗鬆症リスクおよび骨
粗鬆症性骨折リスク患者をスクリーニングするこ
とは困難であることが示された．
　本研究で得られた結果は，歯科の病院を受診し
た患者に対してのみに限られた結果であるが，頚
動脈石灰化所見と既存骨折のない骨粗鬆症診断と
の関連を示した世界で最初の研究である．日本人
は欧米人に比して無症候性椎体骨折が多いため，
一般住民集団において頚動脈石灰化所見が骨粗鬆
症および椎体骨折とどのような関連を有するのか
を明らかにすることが今後の課題である．
